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数の第 2 位である。これは同機関による前年の調査より 7,864 人増で、14.6％増加してお
り、現在、日本国内における高等教育機関及び日本語教育機関に在籍するベトナム人は増
加傾向にある。一方、国際交流基金の日本語教育機関調査（2015）によると、ベトナムの
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れているのかその実態は明らかとなっていないと言えよう。本稿の 2 と 3 では、筆者が勤
務するベトナムの高等教育機関における日本語教育の概要、取り組みを述べ、4 ではそこ
から見出された問題点をベトナム国内の日本語教育における問題の事例としてあげる。最
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であっても渡日した後で日本での滞在に困らない程度の日本語の習得も求められている。 




































































































































































































































学務の事務員 3 名であった。試験後、筆者は非常勤講師から、カンニングを行った 4 名の
氏名を書いたメモと状況の報告を受けた。早速、事務員を呼び、事情を聞いたところ、や







































学生の不満というのは、少数点第 2 位の 0.01 の差にあった。もしも、0.01 が加算されて
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